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今年度より「 テーマ」 を職員によるリレー形

式でお届けすることになった第2回目のエッ

セイです。

職員の顔を思い浮かべながらご覧ください♪

「思い出の旅行」（ 丸田統括からのリレーテーマ）

思い出の旅行といえば、家族旅行の思い出が一番ですね。

今思うと子供が小さかった時の旅行鞄は大きく 、子供の成長と共

に鞄も徐々に小さく なり出掛ける事も楽になっていった事を思

い出しました。

家族との旅行先と言えば子供の喜ぶTDＬ 、USJ等のテーマパ

ークがメインでしたが今年のGWは２０年振りに友人と旅行に

出掛けました。雑貨屋やサイレントカフェ等を巡り堪能してきま

した。今までは家族の荷物を用意してきた分今回は自分の荷物だ

けの用意で物足りなさも感じました。友人との旅行も思いっきり

羽を伸ばし楽しみました。子育てが一段落した今子供に合わせた

旅行から自分の気の赴く ままの旅行が楽しめたその反面、子供が

親離れした寂しさも感じました。今回の旅行では心温まる人達と

の出会いもあり私にとってまた忘れられない旅の思い出となりま

した。 きらサービス管理責任者 山岸恵美

ｍote商品のご紹介

春の日差しが暖かく 、オシャレの楽しい季節になってきま

したね！今回紹介するのは「 ブレスレット 」 です。

それぞれ形や色合いもすべて違う一点もの。

強度を出すために中の紐を何重にも通しており丁寧な仕上

がりになっております。4月号の上越・妙高情報誌「 cocola」

でmoteを紹介していだだきました。

ありがとうございます！

これからも皆様のアイデア

をもとに、一同よりよい

商品を作ってまいりますの

でどうぞよろしく お願い

いたします！

りとるらいふ通信３月号でも紹介させていただきましたが、りとるの家に新棟が完成いたしました。４月２４日（ 日）には内覧会が行われ、

皆様にもお披露目もさせていただきました。内覧会にご来場くださった皆様、大変ありがとうございました！

内覧会は行いましたが、都合がつかず見に行く ことができなかった…と残念に思っている方も多いことでしょう。そこで、今回は「 りとる

の家新棟の魅力をみなさんにお伝えしたい！」 と、編集委員がりとるの家にインタビューに向かいました！！新棟のアピールポイントをた

く さん聞くことができましたよ☆

りとるの家新棟完成！
～インタビュー形式で新棟の魅力をお伝えします ～

リレー

エッセイ

4月に発生した熊本の大地震から約1か月が経とうとしています。自宅に戻ることが出来

ず避難生活を余儀なく されておられる方が多数いらっしゃる中、未だ余震が続いている状

況。現地の方は大変不安で心細い日 を々過ごしていらっしゃることと思います。自然の脅

威に抗うことは出来ませんが、小さなことでも「 私たちに今できること」 から始めてみる

ことが必要ではないかと思います。

「新しく始めてみたいこと 2016！」

（ りとるの家総務平田職員からのリレーテーマ）

最近、運動不足を実感することが多く なってきました。

階段の上り下りだけで息が切れております。

そんな私が新しく始めてみたいこと……それは、体力づく りも

含めた「 からだのメンテナンス」 です。

今まで見て見ぬフリをしていた、からだの調子の悪いところを

とことん治して(先日４ヶ月かけて虫歯を治しました…)、体力

づく りも始めてみようと思います。

私の実家には、腹筋マシーンがあります。ずいぶん前に通販好

きの父が家族に黙って買っていました。最初は家族で珍しがっ

て使っていたのですが、いまや誰も使うことなく 部屋の片隅

に…。久 に々引っ張り出して、筋トレに挑戦してみようと思い

ます。今年中には腹筋が硬く なりますように。

3日坊主にならぬよう、次回のコラムでは筋トレの成果をお伝

えできればと思います。 短期入所担当 藤田千夏

山岸職員からのリレーテーマは「 母の手料理」、藤田職員からの

リレーテーマは「 最近買ったもの」 です。次号もお楽しみに！
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「ふくしのひろば」でお待ちしています♪

6月11日（ 土） のふく しのひろば（ 場所： リージョンプ

ラザ） にて LITTLERAVEＳＯＵＲのライブステージ＆

mote雑貨店が参加します！！

りとる感謝祭で大人気となりました、りとるスタッフによ

るバンド LITTLERAVESＯＵＲ！新しい仲間も加わりさ

らに勢いのあるチームになりました

当日どんな曲が演奏されるかは…

お楽しみに★

またmote雑貨もさをり織りの

新作商品を多数そろえてお待ちし

ております！ぜひご来場く ださい！！

山岸サビ管） Ｅ棟では身体障害をお持ちの方が多く過ごされ

ています。そのため、Ｃ・ Ｄ棟よりも広い作りになっている

んです。また、身体障害の方の転倒防止のため、足元に低い

囲いも設置しました。野菜のプランターをベランダに置いて、

野菜の収穫をしたりもするんですよ☆反対に、Ｃ・ Ｄ棟のベ

ランダは座って外を眺めたり、日向ぼっこをしたりできるよ

うに低い囲いは設置していません。ベランダの高さも考えて

あるので、立ちやすいです。

編集委員） 天気の良い日にこのベランダで日向ぼっこなんて

最高ですね～ このテーブルは変わった形をしていますが、

なにか理由はあるのですか？

山岸サビ管） 特別に、オーダーメイドで作っていただいたも

のです。テーブルのくぼみに体がはまるように座っていただ

く と、発作で前に倒れたとしても頭を打つことがありません。

パーテーションをいくつか設置し、特性に合わせ個人の空間

を確保できるようにもしています。

編集委員） 置いてあるもの一つひとつ工夫してあるんです

ね！

以上、インタビューをお伝えしました！りとるの家新棟はと

ても温かみがあり、魅力いっぱいの建物でした。

そこではこれからどんな楽しいことが待っているのでしょう

か…？たくさんの思い出を作っていきたいですね♪

（以下インタビュー）

編集委員） 窓が大きくて太陽の日差しが温かいですね。

とても気持ちいいです。

山岸サビ管） そうですね～！全体的に温もりを大切にした

建物設計になっています。電気の色も少しオレンジがかっ

たものを使用しているんですよ。

編集委員） 確かに電気の色も少し変わっていますね。温か

い色ですね。新棟のＣ・ Ｄ・ Ｅ棟は扉を開閉することで、

部屋の大きさを変えることができる作りになっていますよ

ね？なぜそのような作りにしたのですか？

山岸サビ管） 大きな理由として３つあります。まず、オム

ツ交換のため。２番目に静養するという意味での防音。昼

食後などにゆっく り休みたいという方もいらっしゃいま

す。基本的にＤ・ Ｅ棟はつながった状態ですが、扉を閉め

ることで静かな空間を作ることもできるんです！そして最

後に、扉の少しのすき間から中の様子確認ができるという

こと。また、Ｃ・ Ｄ・ Ｅ棟をすべてつなげ、オープンにす

ることでダンスをできるスペースにもなるんですよ。

編集委員） そんな理由があったんですね！

（ ベランダを見て） ベランダの大きさがＣ・ Ｄ棟とＥ棟で

違っていますが、どのような理由があるのでしょうか？




